
教育研究活動報告書 
 

ふ り が な 

氏     名 

まつだ          つぎお 

松田  次生 
所属・職名 健康福祉学部社会福祉学科・教授 

専 門 領 域 福祉教育  特別支援教育  学 位 称 号 修士（教育学、健康福祉学） 

最 終 学 歴  2005（平成 17）年西九州大学大学院健康福祉学研究科（修士課程）修了 

資格・免許等 
 社会福祉士  点字技能師  障害者スポーツ指導員（中級） 

ホームヘルパー（２級） ガイドヘルパー（視覚障害、全身性障害）  

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

担当科目 
障害児教育総論  肢体不自由教育  視覚障害者教育総論  福祉科教育法Ⅰ・Ⅱ   

学校ソーシャルワーク  相談援助演習Ⅰ  卒業論文 

教育方法の実践例 

 

教材の開発 

 

教育改善活動等 

１．教育方法の実践例 

・授業では適宜、ビデオ、パワーポイント等を活用して、教育の効果を高めるよう努

めている。 

・毎回授業の終わりに「復習問題」を出し、次回の最初に解答を求め、知識の定着を

図るよう努めている。 

・聴覚障害学生のための情報保障として、手話、板書、プリント配布等、特段の配慮

をおこなっている。 

２．教材の開発 

・「点字入門テキスト」・・点字指導のための初心者向けテキスト（平成12年４

月） 

・「福祉ボランティアの今日的課題」・・ボランティア活動の基本と課課を記載した

啓発書（平成22年４月） 

・「スクールソーシャルワーク概論」・・「スクール（学校）ソーシャルワーク」授

業のテキスト（平成24年２月） 

３．教育改善活動等 

・学生による授業評価を実施して、授業実施の参考にしている。また、大学が主催す

る各種ＦＤに参加して、より良き授業の実施に向けて研修を おこなっている。 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

    特記事項なし 

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

《 平成１９年度～平成２３年度 》 

著  書  ・  学  術  論  文  等  の  名  称 
単著・ 

共著の別 

発行所・発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 

発行又は 

発表の年月 

 （著書）  

１．福祉ボランティアの今日的課題 

 

２．社会福祉辞典 

 

  （学術論文） 

１．ＩＣＦにもとづく障害理解の概念規定の試み 

 

２．児童・生徒のボランティア活動体験に関する一考

察 

３．ボランティアの理念に関する一考察 －今日的課題

とそれに対する学生の 認識－ 

 

 

単著 

  

共著 

 

 

 単著 

  

単著 

 

 単著 

 

  

 

学事出版 

  

学文社 

  

 

西九州大学健康福祉学部

紀要第38 号 

 西九州大学健康福祉学部

紀要第39 号 

 西九州大学健康福祉学部

紀要第40号 

  

 

平成22年４

月 

平成23年８

月（予定） 

 

平成20年３

月 

平成 21 年

12月 

平成22年４

月 

 



４．社会モデルの視点からみる障害理解の概念と障害

理解教育の検証 

 

５．視覚障害疑似体験の有効な実施方法に関する一考

察 －疑似体験の授業を通した事例より－ 

 

（学会発表） 

１．視覚障害疑似体験の問題性と有効な実施方法 

 

２．児童・生徒のボランティア活動体験に関する一考

察 

 

単著 

 

  

単著 

 

  

 

単独 

 

単独 

九州社会福祉研究第 35 号

［西九州大学社会福祉研    

究会］ 

 西九州大学健康福祉学部

紀要第41号 

 

 

日本福祉教育・ボランテ

ィア学習学会第13回大会 

日本福祉教育・ボランテ

ィア学習学会第15回大会 

平成22年９

月 

 

平成23年３

月 

 

 

平成 19 年

11月 

平成 21 年

11月 

研究助成等 特記事項なし 

学  会  及  び  社  会  に  お  け  る  活  動  等 

（現在所属している学会）   

日本福祉教育・ボランティア学習学会（特任理事）  日本ボランティア学会  障害学会 

（社会における活動）     

筑豊点訳ネットワーク世話人  直鞍視覚障害者とボランティアの会会長 

   福岡県障害者スポーツ協会会員（指導員）  視覚障害者ガイドヘルパー養成研修講師 

   日本点字技能師協会会員 

 


